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午前１０時００分 開議

○議長（小比類巻雅彦君） おはようござい

ます。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第４号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 認定第１号から

日程第９ 認定第９号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１ 認定

第１号令和元年度三沢市一般会計歳入歳出決

算認定についてから日程第９ 認定第９号令

和元年度三沢市立三沢病院事業会計決算認定

についてまでの計９件を一括議題とします。

決算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行います。

なお、認定第１号及び認定第８号について

の討論の通告がありますので、１議案ごとに

討論を行います。

最初に、認定第１号令和元年度三沢市一般

会計歳入歳出決算認定について、討論を行い

ます。

発言を許します。

奥本菜保巳議員。

奥本議員。

○９番（奥本菜保巳君） 私は、認定第１号

令和元年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定

について、一部反対の立場で討論いたしま

す。

成果報告書、一般会計では、令和元年度の

当市の財政状況について、子育て施策の充

実、高齢化の進展などに対応する社会保障施

策に要する経費や公共施設の老朽化に伴う大

規模改修に要する経費の増加が見込まれてお

り、依然として厳しい財政環境に置かれてい

るのが現状となっておりますとあります。し

かし、厳しい財政環境は、今に始まったこと

ではありません。昔から繰り返し提起されて

いることです。

厳しい財政環境を持ち出し、社会保障の削

減や様々な税負担、公共料金引上げが繰り返

されてきました。そして、令和元年度は、昨

年１０月１日からの消費税１０％増税に伴

い、さらに様々な公共料金が引き上げられま

した。平成２６年４月の消費税８％への引上

げに次ぐ１０％への引上げは、さらに消費を

冷え込ませ、国内での経済状況、景気を悪化

させました。そこへ、１月１６日からのコロ

ナ感染初確認から混乱が始まりました。消費

税増税、コロナ感染拡大、このような事態に

行政はどうあるべきか。

地方自治法第１条の２では、「地方公共団

体は、住民の福祉の増進を図ることを基本と

して、地域における行政を自主的かつ総合的

に実施する役割を広く担うものとする」とあ

ります。しかし、三沢市は、消費税引上げに

よる低所得者への支援策はほぼ国の制度任せ

で、その事務手続を請け負うだけで、三沢市

独自の生活支援策は見受けられませんでし

た。

消費税増税に苦しむ生活者の配慮が足りま

せん。低所得者等への福祉灯油、国民健康保

険制度の４４条にある低所得者への窓口負担

の軽減など、生活支援や子育て支援に対し、

もっと手当てすべきであると思います。その

ための財源をどうするのか、知恵を使い、財

源を確保するのが行政の仕事ではないでしょ

うか。単なる国の下請けでは困ります。

私は、公共施設マネジメントを早急に進

め、身の丈に合わない公共施設の維持管理費

を見直し、一般財源を確保すべきと思いま

す。また、地域経済活性化を促し、地産地

消、地域の持久力を高め、地場産業を発展さ

せ、自然エネルギー産業にも取り組み、雇用

をつくり、人口を増やしていくことが必要で
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あると思います。しかしながら、今回の決算

の中身において、その施策が不十分であった

と思います。

よって、以上の観点から、令和元年度一般

会計決算認定に対して、一部反対を表明いた

します。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、下山光義

議員。

下山議員。

○７番（下山光義君） 私は、認定第１号令

和元年度三沢市一般会計歳入歳出決算認定に

ついて、賛成の立場で討論いたします。

現在の地方自治体における財政状況を取り

巻く環境は、高度化、多様化する市民のニー

ズに対し、市民生活向上のために的確な財政

運営を進めていく必要がありますが、依然と

してその財源の確保については、厳しい状況

下にあると感じております。

こうした中、当市の令和元年度一般会計の

決算状況を見ますと、財政構造の弾力性を判

断する経常収支比率に関しては１.１％の増

となっておりますが、実質収支額については

約６億５,０００万円の黒字となっておりま

す。また、財政の健全性を示す健全化判断比

率につきましては、実質公債費比率で前年度

と比較し０.２％の減、将来負担比率におい

ては３.５％の減となったところであり、健

全な財政運営に努めている結果であると考え

ております。

さらに、事業内容についても、住民の暮ら

しに直結する健康や医療、福祉などの社会保

障施策に重点を置き取り組むとともに、将来

を見据えた都市基盤整備や未来を担う子供た

ちの健全育成に対する事業など、時宜に応じ

た事業に対する予算執行がなされており、住

民のニーズに適応した行政サービスの向上に

努めていることが伺えるものであります。

今後、さらなる人口減少や少子高齢化によ

り、行政サービスの維持が困難になってくる

ことが予想される状況下においては、持続可

能な地域づくりへの取組が必要となることか

ら、限られた予算の中において、市民生活に

密着した関連施設等の整備や市民福祉の向上

を図るなど、より一層堅実な財政運営が必要

であり、まさに当該一般会計決算において

は、その先を見据えた市政発展のために必要

不可欠な事業を的確に選択し、着実に実行し

ているわけであります。

以上のことから、認定第１号令和元年度三

沢市一般会計歳入歳出決算認定については、

適切な予算執行がなされた結果であると判断

し、当該決算の認定に対し、賛成の意を表す

るものであります。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、認定第

１号令和元年度三沢市一般会計歳入歳出決算

認定についての討論を終わります。

次に、認定第８号令和元年度三沢市水道事

業会計決算認定について、討論を行います。

発言を許します。

奥本菜保巳議員。

奥本議員。

○９番（奥本菜保巳君） 私は、認定第８号

令和元年度水道事業会計決算認定について、

反対の立場で討論いたします。

当該決算認定には、令和元年１０月１日か

らの消費税１０％への引上げに便乗し、水道

料金を１６.４％引き上げる改定が盛り込ま

れております。

これまで三沢市は、地下水からの良質でお

いしい水を市民に提供し、２２年間、水道料

金を据え置く涙ぐましい努力をしてきまし

た。青森県内で一番安くておいしい水が三沢

市の自慢となっていました。そのことに対し

ては、高く評価するところではあります。

しかし、人口減少や節水機器の普及による

料金収入の減少、施設の老朽化に伴う更新費

用や耐震化費用の確保のためという理由で引

き上げるとなれば、将来的に水道料金はさら

に引き上げられ続けることになるのではない

でしょうか。

また、今回の消費税１０％増税では、水道

料金のみならず、様々な公共料金も引き上げ

られ、年金や給料が上がらない中で、生活へ

の負担が重くのしかかっています。生活保護
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の方の生活費は、１人当たり１か月６万円で

す。政府は、さらに生活保護費を削減すると

しています。子育て世代では、お子さんの洗

濯は毎日、お風呂も毎日ですから、水道料金

がかかり、独り親世帯では大変だと思いま

す。年金のみで暮らす８０代の方から、消費

税が上がって本当に生活が大変だという声が

寄せられました。また、水を大量に使う商売

をしている方々にも影響があると思います。

全国を見渡せば、水道料金の福祉減免制度

を実施している自治体があります。生活保護

世帯、児童扶養手当を受けている人、障害

者、要介護４、５のいる世帯、生活困窮高齢

者世帯など、対象者の要件は自治体によって

違いがありますが、減免制度を実施していま

す。

また、口径１３ミリで１０立方メートルの

基本料金を低く設定している自治体もありま

す。川崎市では７９２円、名古屋市では７３

１円などです。三沢市は、１,３２０円と

なっています。生活困窮者への配慮が必要で

はないでしょうか。

以上の観点から、私は当該決算認定に対

し、反対を表明いたします。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、舩見昌功

議員。

舩見議員。

○３番（舩見昌功君） 私は、認定第８号令

和元年度三沢市水道事業会計決算認定につき

まして、賛成の立場から討論をいたします。

まず申し上げたいのは、水道は命に直結す

る大切な社会資本、公共インフラだというこ

とです。言い換えれば、水道事業は滞ること

が許されない住民サービスであり、そのため

に事業の実施者は、将来をしっかりと見据え

た健全経営に努めていただく必要がございま

す。

現在、全国各地の水道事業の状況は、人口

減少や節水機器の普及などを要因とした水需

要の減少と、加えて、昭和４０年代に整備さ

れた多くの施設の老朽化により、経営状況が

年々厳しくなっていると聞きます。

当市も例外ではなく、人口減少等により水

道料金収入が減少していく一方で、水の安定

供給のための費用負担が求められ、健全経営

を保持していくことに苦労されております。

これは、水道施設設備の整備や更新、老朽化

した水道管を修復・交換するなどのメンテナ

ンスを施すこと、また、大規模な自然災害に

も耐えうるような耐震化の防災対策に多大な

費用を要するからであります。

改めて申し上げるまでもなく、当市の水道

事業は企業会計で成り立っており、独立採算

制を基本原則とし、その事業費のほとんどが

水道料金で賄われております。そのため、当

市では、不足する財源確保のため、令和元年

１０月１日、２２年ぶりの料金改定が行われ

ました。この改定は、現在の改定はもとより

将来に向けた水の安定供給のために必要不可

欠な改定であったと理解しております。

当市の水道は、安心・安全かつ安定した水

道水として供給され、そのおいしさは市民の

自慢の一つであります。これからも、このお

いしい水が、いつまでも安定供給されるよう

願うとともに、独立採算制による健全経営維

持のため、必要な事業の予算執行が適切にな

された結果であると判断し、認定第８号令和

元年度三沢市水道事業会計決算認定に賛成す

るものであります。

以上で、私の賛成討論を終わります。

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、討論を

打ち切ります。

これより、採決します。

認定第１号及び認定第８号の２議案を除く

認定第２号から認定第９号までの７議案は、

委員長報告のとおり決することに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、認定第２号令和元年度三沢市国民

健康保険特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定。認定第３号令和元年度三沢市食肉

処理センター特別会計歳入歳出決算認定につ
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いて、認定。認定第４号令和元年度三沢市農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて、認定。認定第５号令和元年度三沢市

下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定。認定第６号令和元年度三沢市介護

保険特別会計歳入歳出決算認定について、認

定。認定第７号令和元年度三沢市後期高齢者

医療特別会計歳入歳出決算認定について、認

定。認定第９号令和元年度三沢市立三沢病院

事業会計決算認定について、認定とそれぞれ

決しました。

次に、認定第１号令和元年度三沢市一般会

計歳入歳出決算認定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は認定です。本案

は、委員長報告のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。

よって、認定第１号令和元年度三沢市一般

会計歳入歳出決算認定については、認定と決

しました。

次に、認定第８号令和元年度三沢市水道事

業会計決算認定についてを採決します。

本案に対する委員長報告は認定です。本案

は、委員長報告のとおり決することに賛成の

方の起立を求めます。

（賛成者起立）

○議長（小比類巻雅彦君） 起立多数です。

よって、認定第８号令和元年度三沢市水道

事業会計決算認定については、認定と決しま

した。

─────────────────

◎日程第１０ 議案第５５号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１０ 議

案第５５号令和２年度三沢市一般会計補正予

算（第５号）を議題とします。

予算審査特別委員会の審査報告書は、お手

元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第５５号は、委員長報告のとおり決す

ることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第５５号令和２年度三沢市一

般会計補正予算（第５号）は、可決と決しま

した。

─────────────────

◎日程第１１ 議案第５６号から

日程第１６ 議案第６１号まで

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１１ 議

案第５６号職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてから日

程第１６ 議案第６１号十和田地区環境整備

事務組合規約の変更についてまでの計６件を

一括議題とします。

条例等審査特別委員会の審査報告書は、お

手元に配付したとおりです。

委員長、補足して報告する事項はあります

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ただいまの委員

長報告に対し、質疑を行いますが、通告があ

りませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議案第５６号から議案第６１号までの６議

案は、委員長報告のとおり決することに御異

議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議案第５６号職員の特殊勤務手当

に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決。議案第５７号三沢市手数料条
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例の一部を改正する条例の制定について、可

決。議案第５８号三沢市いじめ防止対策審議

会条例の一部を改正する条例の制定につい

て、可決。議案第５９号災害弔慰金の支給等

に関する条例の一部を改正する条例の制定に

ついて、可決。議案第６０号財産の取得につ

いて、可決。議案第６１号十和田地区環境整

備事務組合規約の変更について、可決とそれ

ぞれ決しました。

─────────────────

◎日程第１７ 議員提出議案第１１号

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１７ 議

員提出議案第１１号新型コロナウイルス感染

症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書案の提出に

ついてを議題とします。

提案理由の説明を願います。

総務文教常任委員会、小比類巻孝幸委員長

の登壇を願います。

小比類巻委員長。

○４番（小比類巻孝幸君） 議員提出議案第

１１号新型コロナウイルス感染症の影響に伴

う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の

確保を求める意見書案の提出について、提案

理由を御説明申し上げます。

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延

していることにより、地域経済にも大きな影

響が及んでおり、今後の地方財政は厳しい状

況になることが予想されます。そのため、行

政サービスの安定的提供に必要となる地方税

財源の確保を強く国に求めていくことについ

て、地方自治法第９９条の規定により、意見

書を国会、関係行政庁に提出するため提案す

るものです。

なお、詳細については、議案書に記載のと

おりでございます。

議員各位の御賛同のほど、よろしくお願い

申し上げます。

○議長（小比類巻雅彦君） 次に、お手元に

配付しております意見書案を局長に朗読させ

ます。

○事務局長（村井拓司君） 朗読いたしま

す。

意見書第１号

新型コロナウイルス感染症の影響に

伴う地方財政の急激な悪化に対し地

方税財源の確保を求める意見書(案)

新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓

延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直

面している。地域経済にも大きな影響が及

び、本年度はもとより来年度においても、

地方税・地方交付税など一般財源の激減が

避けがたくなっている。

地方自治体では、医療介護、子育て、地

域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財

政需要への対応はじめ、長期化する感染症

対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不

足を生じ、これまでにない厳しい状況に陥

ることが予想される。

よって、国においては、令和３年度地方

財政対策及び地方税制改正に向け、下記事

項を確実に実現されるよう、強く要望す

る。

記

１ 地方の安定的な財政運営に必要な地方

税、地方交付税などの一般財源総額を確

保すること。その際、臨時財政対策債が

累積することのないよう、発行額の縮減

に努めるとともに、償還財源を確保する

こと。

２ 地方交付税については、引き続き財源

保障機能と財源調整機能の両機能が適切

に発揮できるよう総額を確保すること。

３ 令和２年度の地方税収が大幅に減収と

なることが予想されることから、思い

切った減収補塡措置を講じるとともに、

減収補塡債の対象となる税目について

も、地方消費税を含め弾力的に対応する

こと。

４ 税源の偏在性が小さく、税収が安定的

な地方税体系の構築に努めるとともに、

国税・地方税の政策税制については、積

極的な整理合理化を図り、新設・拡充・

継続に当たっては、有効性・緊急性を厳
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格に判断すること。

５ とりわけ、固定資産税は、市町村の極

めて重要な基幹税であり、制度の根幹に

影響する見直しは、土地・家屋・償却資

産を問わず、断じて行わないこと。先の

緊急経済対策として講じた特例措置は、

臨時・異例の措置として、やむを得ない

ものであったが、本来国庫補助金などに

より対応すべきものである。よって、今

回限りの措置とし、期限の到来をもって

確実に終了すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により

意見書を提出する。

令和２年９月１８日

青森県三沢市議会

（提出先）

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内 閣 総 理 大 臣

内 閣 官 房 長 官

総 務 大 臣

財 務 大 臣

経 済 産 業 大 臣

経済再生担当大臣

まち・ひと・しごと創生担当大臣

以上でございます。

○議長（小比類巻雅彦君） お諮りします。

この議案は、議員提出議案でもありますの

で、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会付託を省略し、本会議審議したいと思

います。これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

め、委員会付託を省略します。

これより、質疑を行いますが、通告があり

ませんので、質疑を終結します。

次に、討論を行いますが、通告がありませ

んので、討論を終結します。

これより、採決します。

議員提出議案第１１号は、原案のとおり決

することに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、議員提出議案第１１号新型コロナ

ウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激

な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見

書案の提出については、原案のとおり可決と

決しました。

─────────────────

◎日程第１８ 基地対策特別委員会

中間報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１８ 基

地対策特別委員会中間報告を議題とします。

堀光雄委員長。

○１５番（堀光雄君） 本委員会において審

査中の事件について、会議規則第４５条第２

項の規定に基づき、中間報告をいたします。

本委員会では、さきの会議で決定した今年

度の基地周辺対策に関する１０項目の要望事

項について、7月１５日に東北防衛局へ、ま

た、翌１６日は、議長が議会を代表し、副市

長とともに総務省と防衛省へ要望行動を実施

いたしました。

今回の要望行動では、本市の実情を強く訴

え、三沢飛行場第２滑走路の早期着工や住宅

防音工事に係る制度の是正、また、地域の実

情に応じた移転措置等について、各要望事項

の早期実現を求め、要望書を提出してきたと

ころであります。

特に、騒音問題に関わる移転措置について

は、先般、東北防衛局から岡三沢地区におけ

る試験的な騒音調査の結果が示され、その数

値が移転対象区域となる第２種区域と同等で

あったことから、コンター見直しを前提とし

た本格的な騒音調査の実施について強く訴え

てきたところであり、防衛省からは、どのよ

うな対応が可能かしっかりと検討したい旨の

回答がありました。

しかしながら、要望項目に全般としては、

国の制度や予算等の障壁もあり、簡単には実

現することは難しい旨の回答もあったことか

ら、本委員会としては市民の民生安定、福祉

向上に欠かすことのできない当該要望事項に
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ついて、その実現に向け、引き続き委員会活

動を継続してまいりたいと考えております。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ

とを申し添え、基地対策特別委員会の中間報

告といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、基地対策特別委員会については、

引き続き閉会中の継続審査とします。

─────────────────

◎日程第１９ 移住・定住促進対策

特別委員会中間報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第１９ 移

住・定住促進対策特別委員会中間報告を議題

とします。

春日洋子委員長。

○１４番（春日洋子君） 本委員会において

審査中の事件について、三沢市議会会議規則

第４５条第２項の規定に基づき、中間報告を

いたします。

本委員会は、去る８月３１日に委員会を開

催し、第２期三沢市まち・ひと・しごと創生

総合戦略の中から、育てたくなるまちを基本

目標にした妊娠・出産の支援についてと、男

女共同参画の推進についての２点を取り上

げ、主に若者や子育て世代をターゲットにし

た移住・定住に結びつく施策として調査をい

たしました。

まず、１点目の妊娠・出産の支援につい

て、当局から安全で安心な妊娠・出産を支援

する環境づくりのために実施した事業とし

て、妊産婦・新生児訪問事業、妊産婦健康診

査事業、妊婦歯科健康診査事業、成人の風疹

抗体検査・予防接種助成事業、ハイリスク妊

産婦アクセス支援事業の実績等について説明

がありました。

委員からは、妊産婦の各種健診に係る助成

申請について、負担軽減のためオンラインで

の申請受付も検討してはどうかなどの意見

や、妊産婦及び新生児への健康管理体制や、

心身の不安解消についての対応について質問

がありました。

当局からは、各種事業の実施においては、

きめ細やかな対応・支援を行うために保健師

の人数を以前より増やし、現在１８名で対応

しており、産後鬱の予防及び新生児への虐待

予防を図るための産後２週間・産後１か月検

診の無料受診において、現在まで虐待の発見

につながった事例はないとの回答がありまし

た。

次に、２件目の男女共同参画の推進につい

てでは、男女共同参画の意識の醸成及び女性

の社会参画の促進を図るための取組等につい

て説明がありました。

委員からは、女性まちづくり講座参加者の

女性の力を活用したまちづくりへの関わり方

についての意見や、男女共同参画の推進につ

いて率先して市役所において取り組んでいる

市職員の女性管理職登用及び男性職員の育児

休暇取得について質問がありました。

当局からは、女性管理職の登用について

は、目標数値を定めて取り組み、徐々にでは

あるが登用率が上がっている状況であり、男

性職員の育児休暇取得についても、育児休業

の制度について周知を行い、毎年育児休暇を

取る職員が増えているとのことでした。

本委員会では、今回調査した妊娠・出産の

支援を行うことや、男女共同参画の推進によ

り仕事と家庭の両立が図られることは、まち

の魅力が高まり、移住・定住の促進につなが

るものと考えており、今後、さらなる事業の

充実を図っていただくことを大いに期待する

ものであります。

以上、引き続き閉会中の継続審査とするこ
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とを申し添え、移住・定住促進対策特別委員

会の中間報告といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

お諮りします。

この報告は、委員長報告のとおり、引き続

き閉会中の継続審査にしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） 御異議なしと認

めます。

よって、移住・定住促進対策特別委員会に

ついては、引き続き閉会中の継続審査としま

す。

─────────────────

◎日程第２０ 総務文教常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２０ 総

務文教常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。

小比類巻孝幸委員長。

○４番（小比類巻孝幸君） 去る８月２７日

に開催いたしました総務文教常任委員会所管

事務調査の内容について、三沢市議会会議規

則第１０３条の規定に基づき、御報告申し上

げます。

今回の会議では、総務部所管の新型コロナ

ウイルス流行下での防災行政の状況について

と、教育委員会所管の小中学校での新型コロ

ナウイルス感染症対策について及びＧＩＧＡ

スクール構想の進捗状況についての計３件を

調査いたしました。

まず、第１点目の新型コロナウイルス流行

下での防災行政の状況についてでは、当局か

ら令和２年４月に策定した新型コロナウイル

ス感染症対策における災害時避難所運営方針

について説明があり、避難所での感染症対策

として、避難所の過密状態防止や避難者の健

康管理の徹底、感染が疑われる避難者を専用

スペースに誘導するなどの対応を行うとのこ

ことでした。そのほか、資器材の備蓄状況、

自主防災組織の活動状況などについても説明

がありました。

委員からは、方針やマニュアルが機能する

かを訓練の中でしっかり検証してほしいとい

う意見や、ふだんから自主防災組織や町内会

とコミュニケーションを密にし、いざという

ときに機能する体制づくりに努めてほしいな

どの意見が出されました。

次に、２件目の小中学校での新型コロナウ

イルス感染症対策についてでは、小中学校に

おける新型コロナウイルスに関連するこれま

での対応状況、学校に周知している衛生管理

などのマニュアルについての説明に加え、学

校で実際に行っているマスクの着用や検温、

身体的距離の確保などの感染症対策の様子に

ついて、映像を交えて説明を受けました。

委員からは、新型コロナウイルス感染者や

医療従事者への差別やいじめなどを防ぐため

の取組について質問があり、当局からは、特

に道徳教育において、いじめを許さないとい

う姿勢を示すとともに、医療従事者や社会活

動を支えている方々への敬意や感謝について

扱うなど、日常的な指導に努めているとの回

答がございました。

また、米軍三沢基地において新型コロナウ

イルス陽性反応者が複数回確認されておりま

すが、そのたびに教育委員会では、学校の対

応を協議するための会議が開かれているとの

ことを受け、米軍基地内での新型コロナウイ

ルスの状況によって、教育関係をはじめ市民

生活の様々な面に影響が出る可能性を危惧す

る意見も委員から出されました。

最後に、３件目のＧＩＧＡスクール構想の

進捗状況についてでは、市内小中学校におけ

るＩＣＴ環境整備について、令和２年度中に

無線ＬＡＮやタブレット端末の導入を終える

計画であるとの説明があり、また、教員を対

象としたＩＣＴに関する研修の実施状況や、

モデル校において実際にタブレット端末を活

用した事例についても説明がありました。
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委員からは、タブレット端末のドリル教材

の導入により授業が画一的になってしまわな

いかという質問があり、当局からは、授業は

先生や子供たちの個性を踏まえて構成し、ド

リル教材は主に知識を定着させる場面で活用

したいとの回答がありました。

また、臨時休校時における家庭でのリモー

ト学習にタブレット端末を活用する予定はあ

るかとの質問があり、当局からは、現時点で

は主に学校の授業での活用を想定しており、

臨時休校となった場合は児童生徒に安心感を

与えるためのメッセージ発信など、生活支援

の部分で活用したいとの回答がありました。

今回は、主に新型コロナウイルス感染症に

関する市及び教育委員会の取組について調査

を行ったわけですが、新型コロナウイルスの

影響は社会の様々な分野に及んでおり、日々

状況が変化していることから、市民の皆様の

安全・安心や子供たちの学習機会を守るため

には、多様な状況を想定した対策が必要であ

ります。

今後におきましても、新型コロナウイルス

感染拡大の状況や当局の取組を注視し、必要

に応じて調査や提言を行ってまいりたいと考

えております。

以上、総務文教常任委員会の所管事務調査

報告といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

総務文教常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２１ 産業建設常任委員会

所管事務調査報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２１ 産

業建設常任委員会所管事務調査報告を議題と

します。

下山光義委員長。

○７番（下山光義君） 去る９月８日に開催

いたしました産業建設常任委員会所管事務調

査の内容について、三沢市議会会議規則第１

０３条の規定に基づき、御報告申し上げま

す。

今回の会議では、新型コロナウイルス感染

症に係る経済支援等の状況について所管事務

調査を行いました。

本市では、新型コロナウイルス感染症の発

生により大きな影響を受けた社会経済活動の

支援を行うため、国の緊急経済支援策である

１人一律１０万円を支給する特別定額給付金

や市独自で実施する経済対策支援助成金など

各種施策を講じており、これまでに実施した

経済支援対策８事業の概要、実績及び今後の

方針等について、市当局より説明がなされま

した。

この説明に対し、委員からは、特別定額給

付金を申請してから振り込まれるまでの期間

が約２週間と他自治体と比べて長かったので

はないかとの市民の声が寄せられたが、どの

ような理由があったのか。第２次経済対策支

援助成金について、現時点での対象事業所へ

の支給率が５３.３％となっているが、この

数値を市当局としてどのように認識している

のか。また、プレミアム付飲食券事業につい

て、現在の対象店舗の数及び当該事業の対象

店舗を増やすためにどのような周知方法を

行っているのかなどの質問がありました。

質問に対し、市当局からはそれぞれ、特別

定額給付金では、オンライン申請や郵送申請

のチェックをするためのシステムが導入され

たパソコンが不足していたことや、給付漏れ

や二重給付等のミスを防ぐために、給付に至

るまで三重にわたるチェックを実施したこと

により、申請から給付までおおむね２週間を

要した。

また、第２次経済対策支援助成金の支給率

は、全体平均で５３.３％ではあるが、当時

の経済状況や新型コロナウイルス感染症の発

生予測等を踏まえ、特に卸売・小売業者が影

響を受けているであろうと想定していたが、

当該業種からの申請が３８.５％と他の業種



― 71 ―

より低い数値となっているため、全体平均を

引き下げ、このような数値になったものと認

識している。

そして、プレミアム付飲食券事業の参加店

舗数は、９月７日時点で対象店舗が１２７店

舗と、当初と比べて増えてきている。また、

市ホームページやマックテレビ、広報誌のほ

か、対象店舗を増やすため、市商工会から商

工会会員以外の事業所を含めた約４００店舗

への周知活動を行っているとの答弁がなされ

ました。

そこで、新型コロナウイルス感染症の影響

が長期化している現状を踏まえ、今後も本市

の実態に即した対策を講じていく必要があ

り、また、国が示す新しい生活様式を取り入

れながら社会経済活動を実施していくことが

求められます。そのため、本委員会といたし

ましても、引き続き今後の動向を注視し、必

要に応じ意見・提言をしてまいりたいと考え

ております。

以上、産業建設常任委員会所管事務調査報

告といたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

産業建設常任委員会の所管事務調査につい

ては、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

◎日程第２２ 民生常任委員会所管

事務調査報告

○議長（小比類巻雅彦君） 日程第２２ 民

生常任委員会所管事務調査報告を議題といた

します。

田嶋孝安委員長。

○５番（田嶋孝安君） 去る９月３日に開催

いたしました民生常任委員会所管事務調査の

内容について御報告申し上げます。

今回の会議では、し尿処理の現状と今後の

方向性について及び三沢市立三沢病院におけ

る新型コロナウイルス感染症への対応につい

ての２件について所管事務調査を行いまし

た。

はじめに、し尿処理の現状と今後の方向性

についてであります。

市では、現在、十和田市、五戸町、六戸

町、おいらせ町、新郷村と当市で構成する十

和田地区環境整備事務組合を組織し、広域的

にし尿処理を実施しておりますが、施設の老

朽化が進行していることから、平成２８年２

月に今後の運営方針について協議し、結論と

しては令和３年３月をもって同組合を解散

し、その後、当市では単独でし尿処理業務を

実施するとのことでありました。

会議の中では、なぜ当市だけが単独で運営

することとなったのか、その経緯や今後の運

営経費について、予算規模はどうなるのかな

ど質疑がなされました。

市当局からは、今後、単独運営になること

については、現在、当市が運用している下水

道終末処理施設の処理能力の関係上、どうし

ても当市から発生するし尿だけしか受け入れ

ることができないため、当市とそれ以外の市

町村という枠組みになってしまうこと。ま

た、運営経費については、新施設の建設費用

がある程度かかるものの、その後のランニン

グコストについては、現在のし尿処理施設よ

りも削減が期待できるとの説明がありまし

た。

なお、新施設については、今年度も含め６

か年で供用開始ができるよう、現在、手続な

どを進めているとのことでありました。

次に、三沢市立三沢病院における新型コロ

ナウイルス感染症への対応についてでありま

す。

三沢病院では、本年４月８日から病院西側

駐車場に設置している発熱外来用施設での診

察を開始し、８月末現在、１２３件を診察し

ており、病棟においては、青森県の要請によ

り、４月中旬から４階東病棟４９床全てを閉

鎖し、感染症患者の受入れに備えていたが、

感染拡大の可能性が低くなったこともあり、

現在では１４床を陽性の疑いのある患者を受
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け入れるための病床としている。

また、院内の感染症対策については、窓口

における間仕切り板の設置による飛沫拡散防

止に努めているほか、簡易陰圧装置４台と人

工呼吸器１台を新たに整備し、不測の事態に

備えているとのことでありました。

会議の中では、感染症対策を実施すること

による病院経営の減収分についてどのように

対応するのかとの質疑があり、それに対し、

感染症対策に関わる医療機器の整備費等につ

いては、国及び県の補助金を最大限に活用す

るほか、感染症用の病床を確保するために空

床としたことによる減収分についても補償し

ていただくよう、引き続き県に要望するとの

ことでありました。

なお、会議終了後には、発熱外来用診察施

設、感染対策用病棟及び医療機器などについ

て、実際に現場を確認いたしました。

今回、２件について所管事務調査を実施し

ましたが、いずれの案件におきましても適切

な判断、対応が取られていることを確認した

ところであります。

以上、民生常任委員会所管事務調査報告と

いたします。

○議長（小比類巻雅彦君） これより、質疑

を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（小比類巻雅彦君） ないようですの

で、質疑を終結します。

民生常任委員会の所管事務調査について

は、委員長報告のとおり御了承願います。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） 以上で、本定例

会に付議された事件は、全て議了いたしまし

た。

─────────────────

◎市長挨拶

○議長（小比類巻雅彦君） ここで、市長よ

り発言の申し出がありますので、この際、発

言を許します。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

令和２年三沢市議会第３回定例会の閉会に

当たり、議長のお許しを得まして一言御挨拶

を申し上げます。

今定例会は、去る９月７日に開会され、本

日まで１２日間にわたり、令和元年度三沢市

一般会計及び特別会計並びに企業会計の決算

認定をはじめ、令和２年度三沢市一般会計補

正予算（第５号）のほか、行政運営上必要な

条例の制定等、全１６の案件について慎重な

る御審議を賜り、それぞれ原案どおり御議

決、御認定を賜りまして、衷心より感謝を申

し上げます。

御議決賜りました各議案の執行に当たりま

しては、御審議の過程におきまして議員各位

から賜りました御意見、御提言等を十分尊重

し、最善の効果を収めるよう努力を傾注して

まいりますので、何とぞ一層の御支援、御協

力をお願い申し上げまして、閉会の挨拶とさ

せていただきます。

大変ありがとうございました。

─────────────────

○議長（小比類巻雅彦君） これをもちまし

て、令和２年三沢市議会第３回定例会を閉会

します。

午前１０時５７分 閉会
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